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株式会社サンシャインシティ

サンシャインシティグループ(東京・池袋)は、サンシャインシティ館内に設置した子ども服回収BOXならびに協力企業・

団体より寄せられた子ども服を豊島区内の子育て家庭を中心にお渡しする「第7回  子ども服マーケット  in

SunshineCity」を12月6日(土)・7日(日)に開催しました。
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立教大学学生ボランティアによるゲームコーナー

子ども服マーケットの様子

「第7回子ども服マーケット  in  Sunsh ineC i ty 」

開催報告
地域が一体となり子どもたちの健やかな成長に携わっていける仕組みづくりを目指して

折り紙コーナーの様子

本企画は活動にご賛同いただいた各種団体や地域のボランティア・学生ボランティア等のご協力のもと開催しています。当日の

参加者は、集められた洋服や協賛していただいた文具等の中から好みのものをご家族で選んだり、学生ボランティアが企画した

輪投げやモルック等のゲームを楽しんだり、折り紙コーナーで親子で折り紙をしたり、地域ボランティアの方との交流や隣接の休

憩スペースにてご家族でゆっくり過ごす様子も見られました。サンシャインシティでは今後も引き続き、豊島区や地域に関わる

企業・地域の方々とともに、まだ着られる子ども服を必要とされる場所へお届けする子ども服マーケットを開催するなど、子ど

もたちの健やかな成長を見守り、地域でご家族をサポートする活動に取り組んでまいります！

「子ども服マーケット in SunshineCity」とは・・・

2,915着のまだ着られる子ども服を子育て家庭にお渡し！

－子どもの遊ぶ場所が併設されており、安心してゆっくり選べるところがオススメできる。
－子どもは成長が早いので、この様なイベントで洋服を提供してもらえるのはとてもありがたく感謝いたします。綺麗に子どもに着せ
て、今度は私も着れなくなった服を持ってこようと思いました。
－かなり寒くなってきていたのにあまり長袖が無かったのでたくさん譲ってもらえて助かりました。これで冬を越せそうです。
－小さい頃はサイズがどんどん変わっていくし、着られる時間も短いのでその都度買おうとすると大変です。皆さんが大切に使ったお
洋服を引き継いで、またその先に繋げていける機会と考えると幸せの輪が循環しているように思います。
－子どもが絵本を読んだり、ゲームを遊んだり、大人が服をもらって、コーヒーを飲みながらひと休みもでき、とてもいいイベントです。
－予約枠がすぐうまってしまうほどの人気なので、たくさんの方が参加できるよう継続してほしいです。

✐来場者からの声（アンケート回答より一部抜粋）

・サンシャインシティが、認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワークとともに開催

・ 今回は2日間で計188世帯516名の方に来場いただき、2,915着の子ども服をお渡し

・豊島区の後援を受けた、地域の子どもたちのために産・学・官・民が一体となり連携する取り組み

・支援を必要とされているご家庭を中心に声をかけ、子どもたちがご家族とともに、多世代交流や洋服選びの楽しさ

を体感できるイベント
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■明治安田生命保険相互会社

今回も子ども服等の寄付に加え、当日の運営にも参加
しました。当日は子ども服や絵本・文具を手に取りながら
子どもたちがご家族と一緒に喜んでいる姿を見てまさにそ
の瞬間、地域の子どもたちのために貢献できていることを
強く実感することができました。
弊社では、今回の「子ども服マーケットin SunshineCity」
への協賛（子ども服の寄付や当日参加）を通じて
地域や社会貢献に対する大きな意識が醸成されました。
今後も明治安田として本イベントを通じて、地域貢献や
未来世代の応援に取り組んでまいります。

■NAMJATOWN（ナンジャタウン）

ナンジャラー！
今回もたくさんのお友達に会うこと
ができてとっても嬉しかったわ♪目
をキラキラさせながらお洋服を見た
り、一緒にゲームをして楽しんだり
応援しあったり！思い出しただけで
もワクワクしちゃうとっても素敵な時
間だったわ♡
ナジャヴとモジャヴもとっても楽しそ
うにしてたわよ♪またみんなに会え
るのを楽しみにしてるわね！

©Bandai Namco Experience Inc.

＜ナジャミー＞
ナンジャタウンのアイドル。おしゃれで
歌とダンスが得意な女の子。お菓子
作りが特技。チャームポイントは
ぱっちりおめめと大きなリボン。

協賛企業のコメント

今回で4回目の参加となりました。 この取り組みは、単なる衣
類の回収にとどまらず、社員一人ひとりが社会課題に目を向け
るきっかけとなっています。回収時期や方法についての問い合わ
せが増えるなど、社内での認知度も着実に高まっています。  

今回の活動を通じて、参加した社員からは「子育て世帯の負
担軽減に少しでも役立てることがうれしい」「自分の行動が地域
の笑顔につながると実感した」といった声が寄せられました。こうし
た気づきは、日常業務では得られない視点を社員にもたらし、
企業としての社会的責任を改めて考える機会となっています。 

私たちは、こうした小さな取り組みの積み重ねが、持続可能な
社会の実現につながると考えています。 今後も子ども服マー
ケットをはじめ、地域と共に歩む活動を継続し、社会に貢献し
てまいります。

■トランスコスモス株式会社

・企画を任せてもらえるボランティア活動の機会は少ない
のですが、今回はお手伝いというよりも自分たちが主体と
なって動くことができ、チーム内の仲もとても深まりました。
・子育て家庭をサポートする活動として子ども服マーケッ
トという存在を初めて知りました。服などをお渡しすること
は親御さんが助かるだけでなく、子どもやその家族の楽し
みとなっていたり、リユースにもなっておりとてもいい活動だ
と思いました。近年は人と人が繋がることが難しくなってい
る中で、このような場はとても意義のあるものだと思いまし
た。

■立教大学の学生

ボランティア参加者のコメント

■ サンシャインシティグループ「子ども服マーケット実行委員会」より

まちづくりに取り組む企業として、地域の子どもや子育て世帯のためにできることを考え企画
した「子ども服マーケット」ですが、皆さまのご協力のおかげで無事第7回目の開催に至りまし
た。今回もたくさんの地域の方や企業・団体様より子ども服の寄付をいただいたほか、活動
の理念に共感くださった企業・団体様に新たにご協力賜り、回を重ねるごとに地域の繋がり
の輪を広げることができています。ご協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。
今後も子ども服マーケット実行委員会では、産・学・官・民がつながることで、家族だけでは
なく地域が一体となって子どもたちの健やかな成長に携わっていける仕組みづくりに取り組ん
でまいります。
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：12月6日（土）10:00～12:00、13:00～15:00

 12月7日（日）10:00～12:00

：株式会社サンシャインシティ オフィス内

：80cm～130cmの子ども服

：事前に申込みのあった豊島区内の計188世帯516名の方（約2,915着の子ども服をお渡し）

：株式会社サンシャインシティ、認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク

：豊島区

：豊島区内の大学、豊島区や主催団体にゆかりのある協賛企業などが協力

社会福祉法人豊島区民社会福祉協議会、立教大学ボランティアセンター、株式会社アール・エス・シー、

 株式会社アドバンスト・メディア、株式会社ヴィクトリア、サンシャインシティアルタ、株式会社高橋書店、

   STUDIO201、株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイド(サンシャインシティプリンスホテル)、

 都民共済、トランスコスモス株式会社、株式会社NTTマーケティングアクトProCX、株式会社パパスマイル、

 株式会社バンダイナムコアミューズメント、フィデリティ投信株式会社、平和堂薬局、三菱地所株式会社、

 株式会社三菱UFJ銀行池袋支店、明治安田生命保険相互会社

開 催 期 間

場 所

対 象 物

お 渡 し 先

主 催

後 援

協 力

■ご参考

豊島区の区民ひろばに子ども服などを初寄贈した取り組み（2023.8.4配信）

https://co.sunshinecity.co.jp/press-room/news-release/2023-8-4-2.html?year=2023

報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・大木・佐藤・藤村・小山・大浦
TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部5局2部  内山・志野・高橋
 TEL. 03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

開催報告
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